山梨県コンクール　一部　優秀賞
ぼくのげんきのもと
甲州市立勝沼小学校一年　
天野　晴翔　
ぼくのおとうさんとおかあさんはいつもしごとでかえりがおそいので、がくどうのおむかえは、ふたりのおばあちゃんがきます。
がくどうのあと、げつようびからすいようびまでは、かつぬまのおばあちゃんのいえにいきます。かつぬまのおばあちゃんはいつもおやつをつくってくれます。フレンチトーストやピザ、そしてぼくのおきにいりは「おにぎらず」です。おにぎらずは、のりのうえにたきたてのごはんをのせて、たまごやきやハムをはさんでのりでつつみます。おねえちゃんは、おばあちゃんのおてつだいをしていっしょにつくります。あたたかいごはんと、あまいたまごやき、ハムのくみあわせはとてもおいしいです。「おかあさんがかえってくるまでこれをたべておくとげんきいっぱいすごせるよ。」とおばあちゃんはいいます。ぼくはおかあさんがはやくかえってきてほしくてちょっとさみしいけれど、「おにぎらず」をたべるとげんきいっぱいになります。そしてしゅくだいもがんばれます。
もくようびときんようびは、もうひとりのおばあちゃんがよしだからいえにきてくれてゆうごはんをつくってくれます。つくってくれるごはんのなかでいちばんすきなメニューは、にくじゃがです。あたたかいごはんとにくじゃががおいしくて、ぼくはごはんをおかわりします。
　「ごはん」はぼくにとってげんきのもとです。ごはんをたべるとこころもからだもげんきいっぱいになります。ぼくも大きくなったら、おばあちゃんのおてつだいをして、「おにぎらず」やごはんをつくれるようになりたいです。そしてごはんをつくってくれるふたりのおばあちゃんや、だいすきなおこめをつくってくれているのうかのひとに、「ありがとう。」のきもちをもって、これからもたくさんごはんをたべて大きくなりたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

